
 

 

科学研究費補助金（特別推進研究）研究進捗評価 
 

課 題 番 号 20001003 研 究 期 間 平成２０年度～平成２４年度 

研究課題名 超広帯域ミリ波サブミリ波観測による大規模構造の進化の研究 

研究代表者名 
（所属・職） 

河野 孝太郎（東京大学・大学院理学系研究科・教授） 

 

【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

宇宙深部の暗い銀河の分光測定は、宇宙史の物質進化を解明する上で重要であり、

特にサブミリ波を放出する天体の距離測定成功が必要である。本研究の目的は、こ

の課題に部分的に答えようとするものである。 

本研究の柱は(1)AzTEC /ASTE によるサブミリ波銀河の系統的サーベイと(2)3 色

測光装置の開発、それによる距離(z)の観測的決定である。 

(1)については、所定以上のサンプル数が発見でき、当初目標は十分に達成された

と評価する。またサンプル中の 2-3 サブミリ波銀河から重要な研究成果が得られたこ

とも高く評価できる。 

一方(2)については、より重要な科学に発展するもので、かつ本研究の予算の大半

を占める。このような重要な課題が、やむを得ない事情もあったとはいえ、多少遅

れ気味であることは懸念される。しかし装置はほぼ完成したと見なされるので、担

当者全員の総力をあげて、観測にこぎつけ、所定の科学目標達成に必要なサンプル

数の z を測定されることを強く期待したい。 

 


